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訪問看護中の駐車違反対策　看護連盟の活動で道が開けた！
埼玉県看護連盟＆埼玉県訪問看護ステーション協会の連携紹介。
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埼玉県看護連盟　会長　多
おお

田
た

　則子

　2025年あけましておめでとうございます。
　会員の皆様には平素より看護連盟の活動にご支援・ご協力をいただき誠に心より感
謝申し上げます。
　昨年は年明け早々に発生した能登半島地震をはじめ多くの災害に見舞われ命が脅か
され不安を感じた年でした。
　２０２５年は穏やかにそして巳の年は蛇のごとく「新たな挑戦」「変化に対して前向き
な姿勢」にふさわしく、被災された方々の一日も早い復興再生が進むことを願い、共に前を向いて
安心した生活が取り戻せるよう願っております。
　また、２０２５年は第２７回参議院選挙の年。看護の力を最大限に活用できる現場つくりには政治の力
が限りなく必要で、会員の一人ひとりの協力がなくては前進することができません。埼玉県看護連
盟は会員の皆様と一緒に歩を進めて共に活動してまいります。
　新たな挑戦とともに実り多き年となりますよう祈念いたします。

ごあいさつごあいさつ

　謹んで新春のお慶びを申し上げます。
　昨年の元日に能登半島地震が発生し、この災害に伴い本会は災害支援ナースの派遣
を行いました。1月11日から₂月23日の55日間に、県内26施設から32名の災害支援ナー
スが16班体制で支援に入りました。派遣にご協力いただきました皆様には改めまして
深く感謝申し上げます。
　令和₆年₄月から災害支援ナースは法定化され「災害・感染症医療従事者」に定め
られました。本会では新制度の災害支援ナース養成研修を令和₅年度から開催してお
り、令和₆年度も₂回開催いたします。養成研修を受講いただいた皆様のご所属におかれましては、
埼玉県行政と協定を結んでいただき、今後の災害発生時や新興感染症の蔓延時における支援にご協
力いただきますようよろしくお願い申し上げます。
　本会では、会員の皆様のご協力をいただき、委員会活動と地区支部活動を進めております。県民
の健康な生活の実現に貢献するため、看護の質向上を図り、幅広い分野で看護の役割発揮に努める
とともに、看護職が安心して働き続けられる環境づくりを今年も推進してまいります。また、看護
政策の実現に向けた活動の取り組みでは、埼玉県看護連盟との協働を大切に進めてまいります。
　本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。

埼玉県看護協会　会長　澤登　智子

　新年、明けましておめでとうございます。
　会員の皆様に心より新春のお慶びを申し上げます。
　昨年は、年明け早々能登地震、日向灘地震、豪雨災害など、自然災害の多い年でした。
災害時も、人々のいのちと暮らしを守る活動をする看護職、そして、地域社会で医療
チームの一員として力を尽くしている看護職の皆様に深く敬意を表します。その献身
的な活動が、国民一人ひとりのいのちと暮らしを守り、社会の健康を支える原動力と
なっています。
　2040年に向け、医療の機能分化と連携推進、医療・介護人材の確保と育成、デジタル技術に対応
した改革を進めることが喫緊の課題であり、看護もより一層の柔軟な対応が求められます。
　日本看護連盟は、都道府県看護連盟・看護協会、看護職国会議員と共に力を合わせ、看護職一人
ひとりがその力を十分に発揮できる職場環境の確保等に取り組んでまいります。
　今年は「乙巳（きのとみ）の年です。「乙巳」の年は、「再生や変化を繰り返しながら柔軟に発展
していく」年になると考えられています。
　本年が皆様にとって、健康で実りの多い年となりますよう、心からお祈り申し上げます。
　今年もどうぞよろしくお願い申し上げます。

日本看護連盟　会長　髙原　静子

ごあいさつ
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参議院議員　友納  りお

　新年あけましておめでとうございます。今年も新しい年を迎えることができたこと、
大変喜ばしく思います。
　前回の衆議院総選挙では厳しいご審判をいただいた中、あべは第二次石破内閣にお
いて再度、文部科学大臣を拝命し、これまでに「誰も取り残さない」教育を掲げ、医
療的ケア児対応や不登校の課題、過疎地における学校の存続問題、看護教育のあり方、
地域に残る人材育成などに取り組むことができました。これも常日頃、みなさまから
のご支援とご指導をいただいているお陰です。心から感謝申し上げます。
　あべは、岡山県で政治家としてお育ていただきましたが、10増10減で選挙区がなく
なり、今回は比例九州ブロックから当選させていただくこととなり、大変ご心配をおかけいたしま
した。厳しい選挙も力強くお支えくださったみなさまには、必ずや政策でご恩返しをさせていただ
きます。
　かつてないスピードで世の中のあり方が変わり、不確実性や複雑性を増す時代において、人材育
成のための教育は国の基（もとい）と信じて、みなさまの声を聴かせていただき、日々努力してま
いります。看護は、命を慈しみ、大切な人を護るための知識と技術が学べる素晴らしい仕事であると、
次世代に胸を張って伝えられるよう看護職の地位向上や環境改善に皆様と共に全力で取り組んで参
ります。
　本年もどうぞよろしくお願いいたします。

　謹んで新年のご挨拶を申し上げます。
　この新しい年を、内閣府大臣政務官という新たな職務をいただき迎えています。
　弁護士は司法、国会議員は立法、政務官は行政に携わるお仕事です。看護職の働く環境を整え、
安心して働いていただくために、あらゆる立場でかかわることができることは大変嬉しいこと
です。政務官としての仕事は、国会議員として作り上げた政策や法律を、今度は実行する立場
になります。法律に基づく制度や法律が皆さまのもとに行き渡るように、適切にPDCAサイク
ルを回しながらより良いものとなるように取り組んでまいります。
　政務官としての担務は、こども・子育て政策、男女共同参画・女性活躍、経済安全保障、科
学技術、宇宙政策から拉致問題まで多岐にわたります。幅広く政策に携わるからこそ政策に横ぐしをさして考

えられることがあるものと前向きに捉え力を尽くします。
　看護職の処遇改善、人材確保、働く環境整備、ハラスメ
ント、業務効率化などの看護・医療に関する諸問題には、
引き続き、石田まさひろ先生と力を合わせて取り組みます。
　看護の現場の声を国政に！初心を忘れず目の前の課題に
１つ１つ丁寧に向き合います。本年が皆さまにとってより
よい一年となりますよう祈念致します。

　埼玉県看護連盟の皆様、日頃より温かいご支援を賜り心より感謝申し上げます。
　埼玉県内各地をご訪問させていただき、多くの皆様からお話を伺いました。現場で
は、看護記録の多さに対する業務負担や診療報酬改定による病院経営への影響等、課
題が山積しています。働き方改革が進み、夜勤免除等の子育てしやすい環境が整備
され、離職者が少なくなった一方で、夜勤職員が不足して病床縮小の検討を余儀なく
された病院等もでてきています。刻々と変化する現場課題を伺う中、人口減少時代に
突入した今、「量を守り、質を追求する」ための看護政策の必要性を強く感じました。
新しい年を迎え、地域の医療を守り抜き、時代に即した看護政策実現のため更なる邁進を決意し、
心を新たにしています。
　国会においては予算委員会委員と厚生労働委員会委員、国会対策委員会副委員長を拝命しました。

医療・介護への更なる支援を得られるよう、令和₇年度予算の成立
や厚生労働政策の実現に向け、尽力して参ります。
　本年も看護連盟・看護協会と連携しながら、寄せられたご意見等、
国政の場に繋げて参ります。引き続き、国政の場で活動するため、
皆様の力強いご支援をお願い申し上げます。

参議院議員　石田  まさひろ

衆議院議員　あべ  俊子
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石田まさひろまさひろ
石田まさひろ議員の動画をご紹介いたします

「いつも現場目線、看
護の未来へ。」

◀◀◀◀◀ 視聴はこちらから

コロナ禍における看護職の処遇改善に関連する
石田まさひろ参議院議員の質疑動画です。

#01「看護の課題2025」 #02「看護職の人材確保」
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埼埼玉玉を駆駆けるける

� 埼玉県看護連盟青年部　中野　祥子

　埼玉県青年部は、各支部からの 20 代～ 40 代のスタッフ 10 名と担当幹事 1名で活動しています。埼玉県で
は選挙の時だけでなく、普段から協力関係を築くため県議会議員との交流を企画したり、「どのようしたら若
者たちに政治や看護連盟に興味を持ってもらえるか」を考えながらポリナビワークショップを企画していま
す。11 月 15 日にも第 14 回ポリナビワークショップ in さいたまを開催し、多くの会員・非会員の方々にご参
加頂きました。講師には石田まさひろ参議院議員をお招きし、超高齢化社会を迎え、今後人口減少が進んで
いく中で「看護の質」をどのように保っていくかをテーマにご講演頂きました。その後、グループワークを行い、
「現場での看護の質を保つためにどうしたらよいか」について、2～ 4年目の若手看護師から 20 年以上のベテ
ラン看護師までが意見を出し合い、学びを深めることができました。今後も皆様の興味関心の高いテーマや
政治に興味を持ってもらえるような企画を考えて参りますので、お気軽にご参加いただけたらと思います。
　また今年度委員会では、昨今の若者の政治に対する認識について理解を深め政治への興味関心を高めるた
めに、アンケート調査を実施していく事になりました。皆様のご意見・ご要望を取りまとめ、今後の青年部
としての活動内容に盛り込んでいく予定です。ご協力をいただけますようお願い申し上げます。

青年部の活動について

#03「生涯を通じた学び」 #04「看護職の処遇改善」
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　第₁支部役員は₅名で、₁～₂か月ごとに集まり、支
部活動の活動計画策定や計画推進にむけた会議などを
行っております。
◎施設訪問
　令和₆年₉月12日、₄施設、令和₇年1月22日、₃施
設の訪問をさせていただきました。各施設の看護部長様
をはじめ、看護師長様との有意義な意見交換をすること
ができました。
◎研修会
　今年度は、令和₆年11月16日に『投資』について研修
会を開催いたしました。看護連盟 青年部 戸口代表から
活動について説明をしていただいた後、むさし証券・桝

　支部研修を積極的にすすめています。中でも『地域連
携の実際―魅力的な取り組みと課題―』は、講師の講演
を聞いたうえ、それぞれの立場で感じる手ごたえや悩み、
困りごとなどをざっくばらんに話していくことで、互い
の立場からは見えにくかった景色を知ることにつながっ
たと感じています。これを機に、たくさんの施設に伺う
ことも叶いました。顔見知りになった方々と改めてお目
にかかりお話をして、「そうなんですよね～」などと連
盟活動の意義をかみしめあったりできることは、連盟に
とっても“顔の見える”関係作りになっていくと期待し
ています。

研修後、石田まさひろ議員にZOOM参加していただき、
意見交換を行いました！
　「在宅医療」をテーマに₃回シリーズで研修会を企画
しました。「よく見る傷のケアについて」「在宅医療への
つなぎ方①②」とハイブリッド形式で開催しました。₃
回目の研修後に、「石田まさひろ議員」にZOOMで参加
していただきました。議員の率直な意見や国会で議論さ
れていることなどとても貴重な時間を共有することができ
ました。
　参加した皆様からは、「石田まさひろ議員と対談でき
たことは素晴らしく、看護と政治が結びついたと思いま
した」など、大変良い評価でした。

田里衣氏から投資の基礎について講義をしていただきま
した。将来の生活資金を増やしたいがどうしたらいい
か、投資について興味はあるけれどどうしたらいいか、
NISA ってどうしたらいいのかなどについて、基本的な
内容の話をしていただきま
した。講義を聞いて、投資
についてさらに興味がわい
た方が多かったようです。
今回の研修会には、49名の
方にご参加いただくことが
できました。

第１支部
支部長
久保田　昌子

第4支部
支部長
上田　幹子

第6支部
支部長
佐伯　和枝

支部活動報告

青年部 戸口代表
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　今年度より支部長₁名、幹事長1名、幹事₂名の体制
となり、支部会を予定していても誰かが体調不良でお休
みになるという役員の少なさを感じる一年でした。その
ような中でも研修会を開催することができました。研修
会では、看護連盟会員歴数十年の支部長の私から、看護
協会と看護連盟についてお話しましたが、少しでもご理
解していただけたら幸いです。研修は埼玉精神神経セン

　次年度の選挙に向け、オンライン会議を中心
に定期的に情報共有を行っています。
　₃月には会員施設内にて「資産運用について」
の研修を実施予定です。写真は「写経」の研修
を実施した時のものです。

　今年度より支部長と支部幹事長をそれぞれ拝命し、活
動を進めております。₂人とも初めての経験でまだまだ
不慣れではありますが、会議や研修、他の役員の方々と
の交流を通して、看護政策を含めた看護連盟活動につい
て少しずつ理解を深めている最中でございます。引き続
き、少しでも貢献できるよう努力していきたいと思いま
すので、ご指導・ご支援のほど宜しくお願い致します。
　第₇支部の今年度の活動の一つとして、12月に脳科学
者である村山正宜先生を講師にお招きして、「人生100年
を生き抜くため～キラキラ脳の作り方～」をテーマに研
修会を開催致しました。とても興味深いテーマで、参加
者からも、「脳科学の視点で認知機能について学ぶこと
ができ、ためになる話を聞くことができて良かった」、「脳

　₇月に上級睡眠健康指導士を招き「健康と睡眠
について考えよう～良い睡眠をとるために～」
の研修を開催しました、今すぐに実行できる内
容であり、参加者のアンケート結果でも好評で
した。

ターの榮子伸子認知症看護認定看護師に「認知症の方へ
の関わり」について講義をしていただきました。高齢者
の母がいる私が一番勉強になったと思います。来年度の
研修は現在検討中ですが、色々な分野の認定看護師にお
願いしようと考えています。ご希望がありましたらぜひ
お知らせください。

のことをもっと知
りたくなった」と
いった声が数多く
寄せられました。
全体を通して、初
めて触れる知識や
概念が多く、学び
の多い貴重な時間
となりました。

第3支部
支部長
安良岡　幸子

第5支部
支部長
佐藤　孝洋

第7支部
支部長
内野　悠子

第8支部
支部長
辻村　文子
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　第₉支部は、埼玉県中南部に位置している日高市、南
西部に位置する飯能市になります。秋に咲く曼珠沙華（彼
岸花）の群生が日本一の埼玉県日高市「巾着田」と郊外
型レジャー施設「ムーミンテーマパーク」がある飯能市
と大変にぎわいのある地域です。　支部主催の研修会
は、クリティカルケア認定看護師吉野暁子氏より「災害
時における看護師の役割」をテーマとしてご講演いただ
きました。旭ヶ丘病院を会場とし47名の方に参加してい
ただきました。参加者からは、「災害発生時に瞬時に対
応できるようにBCPの把握と見直しが必要だと分かりま
した。今年度中に修正できるよう部署の見直しに取り掛
かっています。そして来年度災害時訓練を実践すること
を目標としました。」などのご意見をいただきました。

　第11支部は、羽生市・加須市・鴻巣市等10市
₃町から成る広い支部です。範囲の広い支部な
ので、地域や病院の把握が難しいところもあり
ます。支部活動や研修会を通して、地域の看護
師の皆様と交流し、連盟活動をたくさんの方達
に知っていただきたいと考えています。
　「届けよう看護の声を！私たちの未来へ」をも
とに、現場の声を国政に届けるために活動を続
けていきたいと考えています。看護職同士の交
流に留まらず、地域で活躍する様々な職種の方々
と、繋がる機会を設けていきたいです。宜しく
お願い致します。

研修会講師
みんなの保健室　陽だまり　服部満生子 氏と。

 今年度は、新たに₃施設を加え計₈施設を訪問させて
いただき意見交換を行うことが出来ました。

第9支部
支部長
関　由美子

第10支部
支部長
清水　京子

第11支部
支部長
竹中　証

OB支部
支部長
黒澤　美佐子

秩父地域看護師会共催研修会

　第₂支部は、埼玉南西部の富士見市、ふじみ
野市と川越比企の川越市の₃市で構成され、東
武東上線沿線上の地域です。今年度の活動は、
研修会、施設訪問を行いました。病院連携して
いる施設もありますが知らないことも多い現状
です。施設訪問をすることにより、病院での悩
みや、日々の活動など情報共有ができました。
看護連盟の活動としての会員を増やすところま
でには至りませんでしたが、地道な活動の大切
さを感じました。

第2支部
支部長
荒井　清美
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リーダー研修Ⅱ

国会見学

2024年度　関東甲信越ブロック別政策セミナーに参加して

� 埼玉県看護連盟　幹事　島尻　美恵
　2024年11月1日（金）、埼玉県看護連盟主催で「リーダー研修Ⅱ」が開催されました。今回は、「診療報酬改
定の実践」をテーマに、講師として長面川さより先生をお招きいたしました。
　先生には、2040年に向けた政策動向を踏まえ、看護管理者が取り組むべき課題や、診療報酬改定に伴う細か
な変更点や具体的な事例も交え、実践的な内容についてご講演いただきました。2025年を控え地域で一貫した
医療と介護の連携を実現するための地域医療提供体制についても、重要なポイントを強調してご紹介いただき
ました。
　今回の研修は、看護管理者としての役割と、その責任について深く考
える機会となりました。様式9号は勿論のこと、入院基本料、入院基本
料等加算に係る施設基準などを十分に理解した上で、組織運営に当たる
ことの重要性を改めて学ぶことができました。その中でも特に、診療報
酬を算定することを目的として捉えるのではなく、各々の施設基準を遵
守することが、患者さんに提供するケアの質を担保することに繋がると
いうお話は、とても印象に残りました。看護管理者として施設基準の持
つ意味を十分に踏まえた上で組織整備を進めていけるように、この研修
での学びを現場に持ち帰り、取り組んで参りたいと思います。

� 埼玉県看護協会　常務理事　各務　初恵
　12月5日穏やかな日差しの中、いちょう並木に癒された「大人の修学旅行」
となりました。国の重要な機関が集まる国会議事堂周辺は、緊張する空間で
したが、ここで私たちの「くらし・いのち」を守る議論がされるのかと思う
と、興味は益々高まりました。参観コース＜参観ロビー⇒参議院本会議場⇒
御休所⇒中央広間⇒前庭（正面で写真撮影）＞を係（衛視）の方の丁寧な案
内で、日本の歴史を学ぶ機会にもなりました。次に向かった参議院議員会館
では、友納議員、石田議員の部屋での写真撮影は心和むひと時でした。埼玉
県選出の議員の方々のご挨拶を受け、日本が抱える課題について、現在そし
て将来に向けて、熱く語ってくださいました。

� 埼玉県看護連盟　副会長　真々田　美穂
　2024年11月8日、関東甲信越ブロック協議会運営によるハイブリッド研修にオンラインで参加しました。3
名の講師からの講義は、看護連盟会員の使命、役割を改めて考える機会になりました。
　石田まさひろ参議院議員の「看護の未来 求められる看護政策とは」の講義では、人口減少が最大の社会課題
であり、職場環境を変えても人は増えないため派遣を検討するなどナースセンターの機能を充実させること、看
護職の業務整理と効率化など「量を守り質を追求する」ことが未来へ向けて重要であると述べていました。
　井本寛子日本看護協会常務理事の「日本看護協会の重点政策と重点事業」の講義では、2040年に向けた看護
課題や期待、生活を支える医療への転換の促進など具体的施策を示していました。看多機の設置促進・周知普及
に向け介護保険制度改正を国に要望し法案が成立したこと、看護職のキャリアアッ
プに伴う処遇改善に向けた取組みが紹介されました。看護協会と看護連盟との連携、
そして何よりも看護系国会議員への働きかけに伴う良好な関係性が功を成したので
はないかと考えます。
　クリケア訪問看護ステーションの辻本雄大氏による「心を動かす効果的なプレゼ
ンとは」の講義では目的達成のために行動変容を促すための一手段がプレゼンであ
り、人は簡単には行動しない、心を動かす効果的なプレゼンと（ト）は相手がもらっ
てうれしい、対象に関心を寄せることであると話していました。講師からの問いか
け「あなたが考える看護連盟の魅力は？」を参加者各々が言語化し、会員確保のヒ
ントになるワードが沢山挙がりました。看護の未来を見据えて、現場からの声がひ
とつでも実現できるようこれからの連盟活動に活かしていきたいと思います。

研修報告
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 お知らせ

　新年あけましておめでとうございます。インフルエンザが大変流行っています
が、会員やご家族の皆様はいかがでしょうか？日々の業務も忙しいですが、美味
しいものを食べてゆっくり休むことも大切です。
　さて今年はいよいよ選挙の年となりました。皆様一人一人のご協力をお願いい
たします。� （T・Y）

編編 集集 後後 記記

事務局より

姓の変更・転居・施設異動など、登録情報に変更があっ
た場合は「会員情報変更届」の届出をお願いいたします。
連盟ホームページより届出できます。

「会員情報変更届」をお忘れなく
連盟会員 入会受付中！
日本看護連盟会費� 5,000円
埼玉県看護連盟会費� 3,000円
　　　　　　　　計� 8,000円

年会費

賛助会員：会費1,000円 学生会員：無料

保 健 師 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 62人
助 産 師 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 114人
看 護 師 ・・・・・・・・・・・・・・・・ 2,940人
准看護師 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 26人

会員数……3,142人

2025年１月末日現在

皆様のご入会を
お待ちして
おります

日　時 内　容 場　所
５月13日（火）
17時45分～18時15分 石田まさひろオンライン講演会 埼玉県看護協会研修センター内

６月20日（金） 決起大会 レイボックホール
（市民会館 おおみや）

６月28日（土） 埼玉県看護連盟通常総会 ザ・マークグランドホテル
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